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1　は　じ　め　に
近年，野生鳥獣由来の肉（いわ
ゆるジビエ）の利活用にかかわる
論議が盛んである．政府は「ジビ
エ利用拡大に関する対応方針
［1］」を定め，「農林水産省・地域
の活性創造本部」の場でこれに言
及した［2］．日本獣医師会も，職

域総合部会・野生動物対策検討委員会の報告（保全医学
の観点を踏まえた野生動物対策の在り方［3］）の中で，
野生鳥獣肉を食用とする際の「検査実務並びに衛生管理
に関わる指導や助言」を獣医師の役割・社会貢献として
挙げている．本誌にも「野生動物の食用利用と人獣共通
感染症」と題する総説［4］が掲載された．
もとより野生鳥獣は優れた自然資源（natural 

resources＊）であり，食糧資源や狩猟資源，観光資源，
教育資源等として，消費的あるいは非消費的に世界各国
で活用されている［5］．英国では，欧州委員会（EC）
の食品衛生規則を踏まえ，資格制度や HACCPシステ
ムが導入されている［6, 7］．これらの海外事情を踏ま
えれば，昨今の国内における動きは，野生鳥獣に対する
国民の認識を転換し得る注目すべき展開［8］と位置づ
けることも可能であろう．
ただし，現在の日本における利活用策の多くが，鳥獣
害対策の一環として「鳥獣による農林水産業等に係る被
害の防止のための特別措置に関する法律」等により進め
られている点には留意が必要である．環境省も，被害対
策を念頭に「捕獲活動を重点的に推進するとともに，捕
獲鳥獣の食肉（ジビエ）等への利活用を推進するための

取組を支援」すると記している［9］．したがって，少な
くとも現段階では，野生鳥獣の利活用は鳥獣害軽減のた
めの「手段」と位置づけられ，これを尊重するのであれ
ば被害軽減や地域振興，個体数管理への貢献を第一義と
しなければならない．
しかし最近になり，上記「第一義」の揺らぎを懸念す
る声が出始めている．例えば中国新聞では，「誰のため
のジビエ振興なのかという，考え方の軸を据えるべきで
ある」との指摘がなされた［10］．朝日新聞デジタルで
も，「鳥獣害対策，ジビエ頼みに警鐘／商品化でミスマッ
チも」と題する記事が掲載されている［11］．著者自身
も，2016 年に公表した論評［12］にてほぼ同様の指摘を
行った．そこで本論説では，野生鳥獣肉の衛生管理にか
かわる獣医師や獣医学研究者に向けた基盤情報として，
野生動物管理学的立場からの諸課題をレビューすること
とした．

2　今の利用拡大策は被害対策や個体数管理策として機
能しにくい？
被害管理にかかわる野生動物管理学や農村計画学の分
野では，無計画な捕獲では生息数も被害も減らせないこ
とがすでに確認され，被害低減には「侵入防止柵の設置
と環境整備とを適切に行うことを前提に，農地に接近し
てくる個体を重点的に捕獲する」ことが必須とされてい
る［13-15］．すなわち，被害対策としての効果が見込
める捕獲とは，「耕作が行われている季節」に「農地周
辺」で行われる捕獲ということになる．逆の見方をすれ
ば，冬期に農地から離れた山林で行われる捕獲では，被
害低減効果は限定的と判断される．
しかし現在の利活用の現場においては，このような

「被害低減効果を期待できない捕獲」ばかりを促進しか
ねない状況が生じ始めている．その例が，皮下脂肪の厚
さを着眼点の一つとして評価する肉質等級制度［16］で
ある．イノシシの皮下脂肪量は，秋から冬にかけて増加
することから，この制度は捕獲活動を冬期へと誘導しか
ねない．前述の朝日新聞デジタルの記事［11］は，こ
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＊わが国では，natural resourcesは天然資源と訳されること
が多く，化石燃料や鉱物などがイメージされる傾向にある．
しかし，本来は生物系の資源をも含む概念であり，魚介類は
もとより森林や野生動物もその範疇に入れられている．その
ため，ウィスコンシン州立大学など米国の大学の自然資源学
部では，水産学や森林科学や野生動物学等の教育課程が設置
されている［5］．
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る十分な現場感覚を備えることも必須である．くくり罠
での捕獲により重度な筋損傷が認められる個体や，腹部
への被弾により消化管内容物で汚染された個体の存在は
決して希なことではない．罠猟免許所持者の数は増加傾
向にあり［25］，本州以南の銃猟では巻き狩りが採用さ
れることが多いためである．趣味猟の流儀から脱却でき
ていない捕獲従事者も少なくないことから，野外におけ
る安易な内臓摘出や沢水によると体の冷却などを想定し
た対応・指導が求められる可能性も高い．実際にこれら
の処置については，すでに留意を促す報文［6, 26］や
マニュアル［27］が公表されている．
現在の利用拡大策は，安定供給や利用率向上，肉質の
均一性確保を優先目標と位置づけ，それを念頭に置く事
業が組まれている．もちろん，このような市場性にかか
わる検討や施策は不可欠であろう．しかし，前述のとお
り野生鳥獣はあくまでも自然資源であり，目標の達成値
にはおのずと一定の限界が生じる［12］．加えて，各目
標間にはトレードオフとも言える関係すら存在し，衛生
面での配慮が軽視されるリスクも否定できない．
獣医師は，これらの限界やトレードオフを認識しやす
い立場にあり，場合によっては専門性や社会的責務にも
とづき，限界等についての指摘を行う必要が生じるかも
しれない．現行施策からすれば対抗勢力と見なされる可
能性もあるが，個人的には，このような指摘の社会的浸
透と定着こそが，他の被害対策や個体数管理策と整合性
の取れた利活用につながると確信している．

4　お　わ　り　に
以上，私見も含め野生鳥獣肉の利活用策にかかわる課
題を概説した．しかし，いずれも決して目新しいもので
はなく，野生動物管理学や農村計画学の分野ではすでに
一般化した論点である．事実，両分野の研究者や実務者
等で組織する「野生動物管理全国協議会」からは，利活
用の在り方への言及を含む提言［28］が公表された段
階にある．この提言においても，野生鳥獣は自然資源で
あることを原則に，水産業と同様に個体群動態学にもと
づく「資源管理」の発想を導入すべきであることが指摘
されている．
一方の獣医学は，食品衛生学や公衆衛生学の観点から
野生鳥獣にかかわることになる．産業動物臨床等を通じ
畜産業に関与する職域からすれば，被害問題とも無縁と
は言えない．しかし少なくとも現時点では，獣医学と野
生動物管理学・農村計画学との連携関係は脆弱であり，
それゆえ食品衛生面での検討に欠かせない「捕獲・捕殺
にかかわる現場感覚」は必ずしも十分に浸透してはいな
い．捕獲関連の法令や制度に対する理解も，さらに深め
る必要がある．現在の捕獲活動は，もはや制度的に狩猟
という言葉では括ることはできず，登録狩猟，有害鳥獣

の懸念を指摘したものである．また，侵入防止柵が適切
に設置されていない場所では，捕獲自体が困難となるこ
とが多い．容易に農地に侵入でき食物を得られるなら，
動物は捕獲檻に仕掛けられた餌に誘引されにくくなるた
めである［14, 15］．このような状況での捕獲は，必然
的に農地から離れた場所で行われることになり，やはり
被害対策としての効果は薄らぐことになる．
利活用の拡大が，個体数管理の推進に逆行する可能性
についても指摘されている．捕獲効率の維持には，対象
個体群の警戒心を可能な限り高めぬよう配慮することが
必要とされる［14, 17, 18］．しかし，過度の営利目的あ
るいは目先の需要を満たすための捕獲では，このような
配慮を欠く闇雲な捕獲活動が行われがちである．現実
に，利活用を積極的に進めてきた長野県では，最近に
なってシカの捕獲数が減少し，その原因が警戒心の昂進
であることが示唆された［19］．さらにこの現象におい
て留意すべきは，シカ肉の調達不足を補うための捕獲活
動の広域化［20］が発生したことである．この状況は，
「利活用目的の捕獲の推進」と「警戒心の昂進による捕
獲困難地域の拡大」との間で悪循環が生じ得ることを意
味する．同様なことが全国的に起これば，環境省と農水
省が掲げる「シカ・イノシシの個体数削減目標［21］」
の達成を阻害する要因の一つにもなりかねない．

3　獣医師あるいは獣医学研究者としての認識・留意す
べきこと
以上，利用拡大策における課題の一部を紹介したが，
これは決して利活用の否定を目的とするものではない．
むしろ逆に，諸課題を揺籃期に特有の試行錯誤の例と認
識し，その解決に向けての「獣医学的観点からの議論の
促進」を意図してのことである．冒頭にも述べたとおり
野生鳥獣は貴重な自然資源であり，現在の日本は捕獲個
体の無駄な廃棄を続けている世界的にも希有な国［22］
であるためだ．では，建設的かつ実効的な議論を進める
に当たり，獣医師として，どのような点に留意すべきで
あろうか．
最も重要かつ基本的なことは，野生鳥獣を自然資源と
捉え，その肉質や歩留まり，供給量等にかかわる地理
的・季節的な変動と不安定性を，「自然資源ゆえに避け
られぬ特性」と是認することである．家畜と異なり，野
生鳥獣では生産量や飼養方法等の管理が不可能なためで
ある．実際に脂肪蓄積量のみを取り上げても，大きな地
理的・季節的変異の存在が確認されている［23, 24］．
したがって，もし安定供給を目的に広域的かつ通年の調
達体制を整えると，今度は肉質の均一性確保との間でト
レードオフが生じる可能性がある．
猟銃や罠など，家畜の世界では存在し得ない捕獲・捕
殺手段が用いられることを認識し，捕獲・捕殺にかかわ
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捕獲，個体数調整，指定管理鳥獣捕獲等事業に細分化さ
れているためである．ここで留意すべきは，それぞれに
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階層化が進められている点にある［29］．そのため，
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